
る
「
都
道
府
県
の
観
光
政
策
に
関
す
る
」
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果
を
も
と
に
、
観
光

政
策
の
動
向
や
事
業
内
容
、
課
題
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、

2
0
1
7
年
度
の
重
点
施
策
と
し
て
「
国
際

観
光
の
振
興
」「
情
報
発
信
・
宣
伝
P
R
」

「
新
し
い
商
品
づ
く
り
・
魅
力
づ
く
り
」
の

順
に
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
事
業
内

容
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
も
う
か
が
え
ま

す
。
課
題
と
し
て
、
他
部
局
や
市
町
村
、

D
M
O
等
の
関
連
組
織
と
の
連
携
強
化
、
役

割
分
担
の
明
確
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
新
た
に
実
施
し
、
主
要
な
観

光
地
を
有
す
る
1
1
4
市
町
村
か
ら
回
答
を

得
た
「
市
町
村
の
観
光
政
策
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果
か
ら
は
、
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
情
報
発
信
と
い
っ
た
従
前
か
ら
の

事
業
に
加
え
て
、
国
際
観
光
の
振
興
に
係
る

事
業
の
役
割
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
、
急
増

す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
負
担
が
大
き
く

な
る
一
方
で
職
員
数
が
僅
少
傾
向
に
あ
り
、

業
務
拡
充
の
余
力
を
持
て
な
い
状
況
に
あ
る

2
日
目
は
、
観
光
産
業
、
観
光
地
、
観
光
政

策
の
動
き
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
し
た
。
今

年
は
、
観
光
地
に
「
自
然
」「
歴
史
・
文
化
」

「
温
泉
」
の
3
つ
の
テ
ー
マ
ご
と
の
動
き
を

追
加
。「
自
然
」
で
は
、「
明
日
の
日
本
を
支

え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
日
本
の

国
立
公
園
を
世
界
水
準
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ

ー
ク
」と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
こ
と
を

目
標
に
実
施
し
て
い
る
「
国
立
公
園
満
喫
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
力
を
入
れ
て
い
る
地
域
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。「
歴
史
・
文
化
」
で
は
、

文
化
財
の
活
用
に
向
け
た
動
き
や
、
赤
坂
迎

賓
館
、
京
都
迎
賓
館
等
を
は
じ
め
と
し
た
公

的
施
設
の
公
開
に
つ
い
て
、「
温
泉
」で
は
温

泉
地
活
性
化
に
向
け
て
環
境
省
に
「
温
泉
地

保
護
利
用
推
進
室
」
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
や
、

温
泉
の
効
能
及
び
周
辺
の
豊
か
な
自
然
環
境

を
活
か
し
た
温
泉
の
多
様
な
利
用
推
進
モ
デ

ル
プ
ラ
ン「
新
型
湯
治
プ
ラ
ン（
仮
）」の
構
築

に
向
け
た
動
き
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
観
光
政
策
編
で
は
、
国
の
主
要
な
観
光
政

策
を
整
理
し
た
上
で
、
独
自
に
実
施
し
て
い

　
2
0
1
7
年
10
月
30
日（
月
）、
31
日（
火
）

に
、
第
27
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
し
た
。
2
0
1
5
年
度
よ
り
最
新
の

『
旅
行
年
報
』
の
内
容
を
も
と
に
当
財
団
の

独
自
調
査
を
ま
じ
え
て
発
表
す
る
形
と
し
、

昨
年
度
か
ら
は
テ
ー
マ
別
に
2
日
間
に
わ
け

て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
1
日
目
は
旅
行
市
場
編
と
し
て
日
本
人
と

外
国
人
旅
行
者
の
旅
行
市
場
に
つ
い
て
ご
報

告
す
る
と
と
も
に
、
特
別
講
演
と
し
て
観
光

庁
次
長
の
水
嶋
智
氏
よ
り
、
昨
今
の
政
府
の

観
光
政
策
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
観
光
政
策
編
と
し
て
旅
行
産
業

2
日
目
（
観
光
地
・
観
光
政
策
編
）

1
日
目
（
観
光
地
・
観
光
政
策
編
）

や
観
光
地
、
観
光
政
策
の
動
き
に
つ
い
て
ご

報
告
し
ま
し
た
。
今
年
は
新
た
に
『
旅
行
年

報
2
0
1
7
』
に
加
わ
っ
た
（
注
1
）
テ
ー

マ
別
（
自
然
、
歴
史
・
文
化
、
温
泉
）
の
観

光
地
の
動
き
や
、
主
要
市
町
村
の
観
光
政
策

の
ほ
か
、
引
き
続
き
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
D
M
O
の
国
内
外
の
動
向
に
つ
い
て

ご
報
告
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
多
く
の
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
、

2
日
間
で
延
べ
1
6
6
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
の
職
種
は
、

公
的
機
関
・
観
光
関
連
団
体
、
旅
行
業
、
行

政
、
宿
泊
業
、
金
融
・
保
険
、
大
学
・
研
究

　
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら

は
、「
訪
日
客
を
今
後
拡

大
し
て
い
く
た
め
に
、
日
本
の
新
た
な
観
光

素
材
を
ど
う
活
か
し
て
い
け
ば
良
い
か
と
い

う
点
に
つ
い
て
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
」「『
旅
行

年
報
』に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
話
が
聞
け
た

こ
と
と
、
最
新
情
報
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し

こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
一
方

で
、
一
部
の
市
町
村
で
は
特
定
の
国
籍
や
居

住
地
、
旅
行
目
的
等
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
事
業
を
実
施
し
て
い
る

も
の
の
、
訪
問
者
情
報
を
詳
細
に
把
握
で
き

る
観
光
統
計
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
も
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
を
報

告
し
ま
し
た
。

「
ト
ピ
ッ
ク
ス
：
国
内
外
の
D
M
O
動
向
」

で
は
、
政
策
と
課
題
の
状
況
を
共
有
し
つ
つ
、

特
に
独
自
財
源
の
確
保
に
向
け
た
ア
メ
リ
カ

各
州
や
国
内
で
の
取
り
組
み
状
況
を
紹
介
し

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
単
な
る
観
光
振
興

で
は
な
く
、
観
光
を
通
じ
た
経
済
開
発
戦
略

を
担
う「D

estin
atio

n
 
O

rgan
izatio

n

」

へ
の
展
開
が
進
ん
で
い
ま
す
。
観
光
を
地
域

社
会
の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
も
の
と
位

置
づ
け
、
地
域
社
会
の
長
期
的
な
発
展
を
支

援
す
る
組
織
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
も
付
け
加
え
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
「
日
本
人
の
旅
行
市
場
」
で
は
、

前
年
増
と
な
っ
た
国
内
旅
行
者
数
と
海
外
旅

行
者
数
を
性
・
年
代
別
や
エ
リ
ア
別
に
分
析

し
た
結
果
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」
と
2
0
0
7

年
に
実
施
し
た
「
J
T
B
F
旅
行
者
動
向
調

査
」
の
結
果
を
比
較
し
、
2
0
代
男
女
の

「
行
っ
て
み
た
い
旅
行
タ
イ
プ
」
に
つ
い
て
、

男
女
と
も
に
「
自
然
観
光
」
の
順
位
が
上
が

り
（
男
性
3
位
↓
1
位
、
女
性
9
位
↓
4

位
）
、
「
海
浜
リ
ゾ
ー
ト
」
の
順
位
が
下
が

っ
て
い
る
（
男
性
1
位
↓
7
位
、
女
性
3
位

↓
5
位
）
こ
と
、
2
0
0
7
年
調
査
で
は
男

性
で
17
位
だ
っ
た
「
町
並
み
散
策
」
と
「
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
が
9
位
に
上
が
っ
て
い
る
こ

と
、
女
性
で
21
位
だ
っ
た
「
芸
術
鑑
賞
」
が

10
位
に
上
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　
「
訪
日
市
場
の
概
観
と
最
新
動
向
」
で
は
、

2
0
1
6
年
か
ら
2
0
1
7
年
に
か
け
て
の

訪
日
市
場
の
動
向
を
概
観
し
た
後
、
特
に
訪

日
旅
行
者
数
が
大
き
な
伸
び
を
み
せ
て
い
る

韓
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
分
析
結
果
を
紹
介
し
ま

し
た
。
各
国
の
個
人
旅
行
の
割
合
が
高
ま
っ

て
い
る
中
で
、
ど
う
い
っ
た
受
入
態
勢
の
整

備
が
求
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
も
触
れ
ま
し

た
。

「
外
国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
識
」
で

は
、
2
0
1
5
年
か
ら（
株
）日
本
政
策
投
資

銀
行（
D
B
J
）と
共
同
で
実
施
し
て
い
る

「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
欧
米
豪
12
地

域
・
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査
」

（
注
2
）
の
結
果
を
も
と
に
報
告
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
特
に
、
欧
米
豪
で
日
本
の
人
気

が
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、
中
国
人
訪
日

希
望
者
の
「
化
粧
品
や
医
薬
品
の
購
入
」
意

向
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
、
訪
日
経
験
者
が

不
満
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
内
容
に
変
化
が

見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
挙

げ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
前
回
43
位
だ
っ

た
「
自
然
や
風
景
の
見
物
」
が
4
位
に
、
前

回
38
位
だ
っ
た
「
近
代
的
／
先
進
的
な
建
築

物
の
見
物
」
が
8
位
に
、
前
回
17
位
だ
っ
た

「
有
名
な
史
跡
や
歴
史
的
な
建
築
物
の
見

物
」
が
10
位
に
上
昇
す
る
な
ど
、
特
に
観
光

資
源
に
関
す
る
項
目
の
順
位
・
選
択
率
が
上

昇
し
ま
し
た
。
ま
た
、
訪
日
経
験
者
の
地
方

観
光
地
へ
の
訪
問
意
向
は
高
い
（「
ぜ
ひ
旅

行
し
た
い
」
が
58
％
）
も
の
の
、
や
り
た
い

こ
と
と
具
体
的
な
地
域
名
と
の
連
動
が
弱
い

機
関
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
全
体
の
う
ち
5

割
強
の
方
は
初
め
て
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ま
の
当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

旅
行
動
向

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催

こ
と
を
課
題
と
し
て
挙

げ
ま
し
た
。

「
台
湾
・
香
港
・
中
国

発
の
団
体
旅
行
商
品
」

で
は
、
各
国
・
地
域
の

旅
行
商
品
の
内
容
や
利

用
者
の
違
い
な
ど
を
整

理
し
た
上
で
、
自
分
で

は
手
配
で
き
な
い
商
品

や
地
方
の
観
光
が
組
み

込
ま
れ
て
い
る
商
品
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
、
香
港
や
台
湾

の
旅
行
会
社
が
販
売
し

て
い
る
団
体
旅
行
商
品

が
高
付
加
価
値
化
し
つ

つ
あ
る
こ
と
な
ど
を
指

摘
し
ま
し
た
。

　
特
別
講
演
と
し
て
お

招
き
し
た
水
嶋
氏
か
ら

は
、
政
府
の
観
光
政
策

の
方
向
性
を
体
系
的
に

整
理
し
て
い
た
だ
い
た

上
で
、「
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム

図 1 旅行動向シンポジウムに期待していたこと

図 2 事前に特に興味があったテーマ／発表を聞いて特に参考になったテーマ
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旅
行
動
向

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
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日
時
…

場
所
…
…
…

参
加
者
数
…

主
催
…
…
…

2
0
1
7
年
10
月
30
日（
月
）・
31
日（
火
） 
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‥
00
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‥
00

（
公
財
）日
本
交
通
公
社
　
B
1
F
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル

1
日
目
88
名
、2
日
目
78
名

（
公
財
）日
本
交
通
公
社

主
催
者
挨
拶
 

１
．日
本
人
の
旅
行
市
場

２
．訪
日
外
国
人
の
旅
行
市
場
 

①
訪
日
市
場
の
概
観
と
最
新
動
向

②
外
国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
識

③
台
湾
・
香
港
・
中
国
発
の
団
体
旅
行
商
品

休
憩
 

３
．特
別
講
演
：
昨
今
の
政
府
の
観
光
政
策
に
つ
い
て

休
憩
・
質
疑
応
答

主
催
者
挨
拶
 

１
．観
光
産
業
の
動
き

２
．観
光
地
の
動
き
 

①
全
国
的
な
観
光
地
の
動
き
 

守
屋
邦
彦

②
テ
ー
マ
別（
自
然
、歴
史
・
文
化
、温
泉
）観
光
地
の
動
き

休
憩
 

３
．観
光
政
策
の
動
向
 

①
国
の
観
光
政
策

②
都
道
府
県
の
観
光
政
策

③
主
要
市
町
村
の
観
光
政
策

４
．ト
ピ
ッ
ク
ス
：
国
内
外
の
D
M
O
動
向

休
憩
・
質
疑
応
答
 

 中
島 

泰（
観
光
地
域
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

川
口
明
子（
観
光
経
済
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

外
山
昌
樹（
観
光
経
済
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

柿
島
あ
か
ね（
観
光
経
済
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

 水
嶋 

智
氏（
観
光
庁
次
長
）

 牧
野
博
明（
観
光
政
策
研
究
部
　
主
任
研
究
員
）

 守
屋
邦
彦（
観
光
政
策
研
究
部
　
主
任
研
究
員
）

後
藤
健
太
郎（
観
光
地
域
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

  菅
野
正
洋（
観
光
政
策
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

牧
野
博
明（
観
光
政
策
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

那
須 

將（
観
光
政
策
研
究
部
・
研
究
員
）

山
田
雄
一（
観
光
政
策
研
究
部
次
長
・
主
席
研
究
員
）

 

2
0
1
7
」
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、

2
0
0
7
年
6
月
に
法
律
が
公
布
さ
れ
た
住

対
す
る
期
待
と
し
て
は
「
観
光
の
全
体
動
向

の
把
握
」
が
最
多
で
、
次
い
で
「
今
後
の
戦

略
や
施
策
へ
の
ヒ
ン
ト
」「
先
進
事
例
に
関

す
る
情
報
」
と
続
き
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に

日本人の
旅行市場

訪日市場の
概観と最新動向

外国人の
訪日旅行に対する意識

台湾・香港・中国発の
団体旅行商品
昨今の政府の

観光政策について
（特別講演）

無回答

観光産業
の動き

全国的な観光地の動き

テーマ別
（自然、歴史・文化、温泉）

観光地の動き

国の観光政策

都道府県の観光政策

主要市町村の観光政策

国内外のＤＭＯ動向

無回答

観光の全体動向の把握

今後の戦略や
施策へのヒント

先進事例に関する情報

最新の統計資料

「旅行年報2017」に
載っていない情報

「旅行年報2017」の
解説

その他

無回答

当シンポジウムに期待していたこと

特
に
興
味
が
あ
っ
た
テ
ー
マ
と
し
て
は
「
国

内
外
の
D
M
O
動
向
」（
74
・
2
％
）、「
訪
日
市

場
の
概
観
と
最
新
動
向
」（
56
・
9
％
）、「
昨
今

の
政
府
の
観
光
政
策
に
つ
い
て
」（
55
・
4
％
）、

「
外
国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
識
」（
55
・

4
％
）の
順
に
な
っ
て
お
り
、昨
年
度
に
続
き

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
D
M
O
に
高
い
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

宅
宿
泊
事
業
法
や
通
訳
案
内
士
制
度
の
見
直

し
、
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
業
務
の
適
正

化
を
図
る
た
め
の
制
度
の
創
設
、
次
世
代
の

観
光
立
国
実
現
の
た
め
の
財
源
の
検
討
、

D
M
O
の
形
成
・
確
立
、
交
通
分
野
に
お
け

る
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
具
体
例
を
ま
じ

え
な
が
ら
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
わ
り
に

て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
良
か
っ
た
」「
政
府

の
観
光
政
策
に
つ
い
て
事
例
を
ま
じ
え
た
話

が
大
変
興
味
深
か
っ
た
」
「
つ
い
最
近

「
D
M
O
」
と
日
本
中
で
言
い
始
め
た
気
が

し
て
い
た
が
、
海
外
で
は
す
で
に
そ
の
先
を

行
っ
て
い
る
と
の
発
表
が
参
考
に
な
っ
た
」

「
国
の
観
光
政
策
以
降
の
詳
し
い
中
身
を
知

り
た
か
っ
た
」
と
い
っ
た
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
参
考
に
、

よ
り
充
実
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
ご
報
告

し
た
内
容
の
一
部
は
、
独
自
調
査
の
結
果
も

含
め
て
『
旅
行
年
報
2
0
1
7
』（
注
3
）

で
も
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

旅
の
図
書
館
長
　
企
画
室
長
　
福
永
香
織
）

活 動 報 告
27 回第

10
30

旅
行
市
場
編

10
31

観
光
地
・
観
光
政
策
編

表

第
27
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
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注
1

『
旅
行
年
報
2
0
1
7
』で
は
、

第
Ⅳ
編 

観
光
地
に「
Ⅳ 

│ 

9
自
然
」「
Ⅳ 

│ 

10
歴
史・文
化
」

「
Ⅳ 

│ 

11
温
泉
」を
、

第
Ⅴ
編 

観
光
政
策
に「
Ⅴ 

│ 

3
市
町
村
に
よ
る
観
光
政
策
」を

新
た
に
追
加
。

注
2
調
査
結
果
の
詳
細
は

https://w
w

w
.jtb.or.jp/research/them

e/
inbound/asiaeuro-survey-2017

を
参
照
。

注
3

当
財
団
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.jtb.or.jp/publication-sym

posium
/

book/annualreport/annual-report-2017

で

全
文
公
開
中
で
す
。

ま
た
、オ
ン
ラ
イ
ン
書
店
に
て

P
O
D（
プ
リ
ン
ト
オ
ン
デ
マ
ン
ド
）版
も
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
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事前に
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特に参考になった
テーマ
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直
島

　こ
の
よ
う
に
買
物
を
楽
し
い
と
思
う
人
が

い
る
の
で
、
買
物
を
観
光
の
魅
力
と
し
て
組

み
入
れ
る
、
あ
る
い
は
買
物
を
主
目
的
に
す

る
買
物
観
光
が
企
画
で
き
る
わ
け
で
す
。
そ

の
際
、
当
該
目
的
地
で
な
け
れ
ば
購
買
で
き

な
い
、よ
り
安
く
購
買
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、

買
物
観
光
の
強
い
動
機
付
け
に
な
り
ま
す
。

　か
ね
て
よ
り
、
国
境
・
州
境
を
越
え
て
の

買
物
観
光
に
は
多
く
の
興
味
深
い
事
例
が
あ

り
ま
す
。
国
・
州
に
よ
っ
て
付
加
価
値
税
、

酒
税
、
ガ
ソ
リ
ン
税
が
大
き
く
違
え
ば
、
安

い
商
品
（
場
合
に
よ
っ
て
免
税
品
）
を
求
め

て
越
境
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
境
を
ノ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
通
過
で
き
る
欧
州
で
は
、
ガ

ソ
リ
ン
を
満
タ
ン
に
し
て
帰
れ
る
隣
国
が
人

気
の
日
帰
り
観
光
地
と
な
り
ま
す
。
カ
ナ

ダ
・
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
は
18
歳
か
ら
お
酒
が
飲

め
る
の
で
、
隣
接
州
の
高
校
生
は
越
境
し
て

卒
業
式
の
後
の
パ
ー
テ
ィ
を
す
る
そ
う
で
す
。

ネ
ッ
ト
通
販
に
よ
る

買
物
交
通
の
代
替

　近
年
に
お
け
る
人
々
の
消
費
行
動
の
大
き

な
変
化
と
し
て
ネ
ッ
ト
通
販
へ
の
シ
フ
ト
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
消
費
者
は
好
き
な
時
間
に

複
数
の
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
を
訪
れ
、
価
格

な
ど
を
比
較
し
て
購
買
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ま
で
赴
く
楽

し
く
な
い
交
通
時
間
は
ゼ
ロ
に
で
き
ま
す
。

日
本
の
電
子
商
取
引
の
小
売
販
売
額
に
占
め

る
割
合
は
5.4
％
（
2
0
1
6
年
）
に
な
り
ま

し
た
。
前
年
度
か
ら
15
％
成
長
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
電
子
商
取
引
に
は
音
楽
配
信
、
航
空

券
販
売
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
実
際
に
商

品
が
配
達
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
通
販
は
そ
の
約
半

分
を
占
め
て
い
ま
す
。

　ネ
ッ
ト
通
販
の
進
展
が
小
売
業
界
の
地
殻

変
動
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
割
合
が

日
本
よ
り
高
い
米
国
、
中
国
で
は
百
貨
店
・

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
売
り
上
げ
が
毎

年
減
っ
て
お
り
、
閉
店
・
閉
鎖
も
増
え
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
中
国
は
世
界
一
の
ネ
ッ
ト

通
販
大
国
で
、
あ
る
資
料
で
は
ネ
ッ
ト
通
販

の
小
売
販
売
額
に
占
め
る
割
合
が
、
15
％

（
2
0
1
6
年
）
に
達
し
て
い
ま
す
。

　ネ
ッ
ト
通
販
は
交
通
研
究
者
に
も
新
た
な

研
究
テ
ー
マ
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
既
存
流

通
で
は
メ
ー
カ
ー
か
ら
卸
を
経
由
し
て
小
売

ま
で
は
大
ロ
ッ
ト
輸
送
さ
れ
、
消
費
者
が
買

物
目
的
の
旅
客
交
通
で
小
ロ
ッ
ト
の
商
品
を

持
ち
帰
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
通
販
で
は
メ
ー
カ

ー
か
ら
ネ
ッ
ト
通
販
事
業
者
ま
で
大
ロ
ッ
ト

輸
送
さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
で
商
品
は
個
別
包

装
さ
れ
宅
配
事
業
者
に
よ
っ
て
消
費
者
宅
ま

で
小
ロ
ッ
ト
混
載
輸
送
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

再
配
達
の
荷
物
が
20
％
も
あ
り
ラ
ス
ト
マ
イ

ル
輸
送
は
決
し
て
効
率
的
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

さ
て
、
ネ
ッ
ト
通
販
で
旅
客
と
貨
物
を
合
わ

せ
た
交
通
が
全
体
と
し
て
増
え
る
か
、
減
る

か
、
気
に
な
る
と
こ
と
で
す
が
、
そ
の
点
に

関
し
て
は
別
の
機
会
に
詳
し
く
検
討
す
る
こ

と
に
し
ま
し
ょ
う
。

越
境
ネ
ッ
ト
通
販
の

中
国
人
観
光
客
へ
の
影
響

　ネ
ッ
ト
通
販
は
買
物
交
通
を
減
ら
す
可
能

性
が
高
い
わ
け
で
す
が
、
買
物
観
光
も
影
響

を
受
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
中
国
人
観
光

客
の
爆
買
い
、
さ
ら
に
最
近
に
な
っ
て
の
鎮

静
化
」
を
ケ
ー
ス
に
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　実
は
、
爆
買
い
、
そ
の
後
の
鎮
静
化
に
は

中
国
税
関
の
政
策
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま

す
。
2
0
1
5
年
ま
で
は
帰
国
時
の
通
関
検

査
が
甘
く
、
爆
買
い
し
た
化
粧
品
な
ど
を
自

ら
、
あ
る
い
は
ネ
ッ
ト
通
販
事
業
者
を
通
じ

て
純
正
日
本
製
品
と
し
て
転
売
す
る
ケ
ー
ス

も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
2
0

1
6
年
に
な
っ
て
通
関
検
査
が
厳
し
く
な
っ

た
一
方
で
、
越
境
ネ
ッ
ト
通
販
の
利
便
性
が

高
ま
り
中
国
の
消
費
者
が
安
心
し
て
日
本
の

商
品
を
購
買
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　中
国
の
越
境
ネ
ッ
ト
通
販
の
仕
組
み
は
少

し
複
雑
で
す
。
ま
ず
、
中
国
ネ
ッ
ト
通
販
事

業
者
が
香
港
に
海
外
製
品
を
受
注
で
き
る
サ

イ
ト
を
開
設
し
ま
す
。
中
国
の
消
費
者
か
ら

見
れ
ば
香
港
は
外
国
な
の
で
、
同
サ
イ
ト
か

ら
の
購
買
は
個
人
輸
入
扱
い
と
な
り
関
税

（
正
確
に
は
越
境
ネ
ッ
ト
通
販
総
合
税
）
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
商
品
は
あ
ら
か

じ
め
海
上
コ
ン
テ
ナ
で
中
国
内
の
保
税
倉
庫

に
搬
入
・
在
庫
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
注

文
に
応
じ
て
個
別
包
装
し
宅
配
し
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
ネ
ッ
ト
通
販
で
重
要
な
「
注
文

か
ら
受
取
ま
で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
」
は
短
い

の
で
す
。
中
国
税
関
と
ネ
ッ
ト
通
販
事
業
者

が
編
み
出
し
た
不
思
議
な
仕
組
み
で
す
。

　中
国
税
関
の
政
策
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ

る
の
で
、
は
っ
き
り
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

利
便
性
の
高
い
越
境
ネ
ッ
ト
通
販
が
定
着
し

つ
つ
あ
り
、
転
売
目
的
の
爆
買
い
観
光
は
な

く
な
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
越
境
ネ
ッ

ト
通
販
で
購
買
さ
れ
て
い
る
の
は
訪
日
観
光

客
に
高
く
評
価
さ
れ
た
商
品
で
あ
る
な
ど
、

観
光
と
の
相
乗
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
例

え
ば
、
香
港
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
よ
う
に
中

国
に
も
生
鮮
品
が
輸
出
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
そ
れ
ら
を
日
本
で
食
べ
て
み
た
い
と
思

う
中
国
人
は
増
え
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　私
の
専
門
は
交
通
経
済
学
。
交
通
は
観
光

研
究
の
中
で
古
く
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
き

た
ト
ピ
ッ
ク
で
す
。
観
光
目
的
で
ど
の
よ
う

な
交
通
手
段
が
選
択
さ
れ
る
か
、
等
が
分
析

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
研
究

の
主
流
か
ら
少
し
脇
道
に
そ
れ
、
私
が
最
近

勉
強
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
通
販
と
買
物
観
光
の

関
係
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

交
通
は
楽
し
い
か
、

楽
し
く
な
い
か

　ま
ず
、
準
備
と
し
て
交
通
経
済
学
で
使
う

「
時
間
価
値
」
を
説
明
し
ま
す
。「
時
は
金
な

り
」
と
言
い
ま
す
が
、
我
々
は
貴
重
な
時
間
、

例
え
ば
、
1
分
当
た
り
40
円
の
価
値
を
持
つ

時
間
を
費
や
し
て
交
通
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

交
通
は
楽
し
く
な
い
、
時
間
価
値
と
交
通
時

間
を
掛
け
合
わ
せ
た
交
通
費
用
は
安
い
方
が

望
ま
し
い
、
と
仮
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、「
観
光
地
ま
で
の
移
動
時
間
を
短

く
で
き
る
交
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
観
光
需

要
の
誘
発
に
効
果
的
で
あ
っ
た
」
な
ど
と
分

析
さ
れ
た
り
す
る
わ
け
で
す
。

　交
通
を
観
光
と
い
う
目
的
を
実
現
す
る
た

め
の
派
生
的
需
要
に
と
ど
ま
ら
せ
ず
に
、
交

通
そ
の
も
の
を
楽
し
む
本
源
的
需
要
に
転
換

さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
典
型
的
に
は
、

鉄
道
会
社
に
よ
る
企
画
列
車
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
現
在
で
も
お
お
む
ね
盛
況
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
場
合
は
交
通
に
費
や
す

時
間
は
費
用
で
は
な
く
、
便
益
に
な
り
ま
す
。

根
本
敏
則（
ね
も
と・と
し
の
り
）

敬
愛
大
学
経
済
学
部
教
授
　1
9
8
1
年
東
京
工
業
大

学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
社
会
工
学
博
士
課
程
修
了
。 

ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
道
路
交
通
研
究
所
客
員
研
究
員
、フ
ィ
リ
ピ
ン

大
学
交
通
研
究
所
客
員
教
授
、ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
交
通
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
、一
橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科

教
授
な
ど
を
経
て
2
0
1
7
年
か
ら
現
職
。 

日
本
計
画
行
政
学
会
会
長
、日

本
交
通
政
策
研
究
会
専
務
理
事
、国
土
交
通
省
運
輸
審
議
会
委
員
。近
著
に

『
道
路
課
金
と
交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
―
維
持
更
新
時
代
の
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
―
』（ 

成
山
堂
書
店
2
0
1
7
）、『
現
代
交
通
問
題 

考
』（
共
編
著
、成

山
堂
書
店
2
0
1
5
）、『
ネ
ッ
ト
通
販
時
代
の
宅
配
便
』（
成
山
堂
書
店

2
0
1
5
）な
ど

な
お
、
ど
の
程
度
楽
し
い
か
は
、
観
光
客
に

よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
経

済
分
析
は
少
し
や
や
こ
し
く
な
り
ま
す
。

　観
光
交
通
の
時
間
価
値
を
め
ぐ
っ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
議
論
が
戦
わ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
所
得
が
得
ら
れ
る
労
働
時
間
を
犠
牲
に
し

て
観
光
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
同
程
度
の

時
間
価
値
で
か
ま
わ
な
い
」
と
す
る
説
も
説

得
力
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
観
光
交
通
の

実
証
分
析
で
半
分
程
度
の
時
間
価
値
が
算
出

さ
れ
た
よ
う
で
、
英
国
の
費
用
便
益
分
析
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
は
観
光
交
通
の
時
間
価
値
は
半

分
に
割
り
引
い
て
い
ま
す
。
や
は
り
観
光
交

通
に
は
楽
し
い
要
素
が
含
ま
れ
て
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
。

買
物
は
楽
し
い
か
、

楽
し
く
な
い
か

　買
物
は
楽
し
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
も
買

物
を
す
る
人
の
置
か
れ
た
状
況
に
よ
っ
て
違

い
そ
う
で
す
。
こ
こ
で
は
洋
服
・
靴
な
ど
買

回
り
品
を
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
買
物

に
行
く
場
合
を
想
定
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

あ
る
実
証
分
析
で
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
ま
で
の
交
通
は
楽
し
く
な
い
、
す
な
わ
ち

時
間
価
値
が
通
常
の
値
と
な
っ
た
わ
け
で
す

が
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
中
で
回
遊

す
る
交
通
は
楽
し
い
、
す
な
わ
ち
時
間
価
値

が
限
り
な
く
小
さ
い
値
に
な
り
ま
し
た
。
人

に
よ
っ
て
は
時
間
価
値
が
負
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

ネ
ッ
ト
通
販
の

買
物
観
光
へ
の
影
響

敬
愛
大
学 

教
授

　根
本
敏
則

連載
Ⅰ

当財団専門委員

私の研究と観光
11回第

参
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直
島

　こ
の
よ
う
に
買
物
を
楽
し
い
と
思
う
人
が

い
る
の
で
、
買
物
を
観
光
の
魅
力
と
し
て
組

み
入
れ
る
、
あ
る
い
は
買
物
を
主
目
的
に
す

る
買
物
観
光
が
企
画
で
き
る
わ
け
で
す
。
そ

の
際
、
当
該
目
的
地
で
な
け
れ
ば
購
買
で
き

な
い
、よ
り
安
く
購
買
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、

買
物
観
光
の
強
い
動
機
付
け
に
な
り
ま
す
。

　か
ね
て
よ
り
、
国
境
・
州
境
を
越
え
て
の

買
物
観
光
に
は
多
く
の
興
味
深
い
事
例
が
あ

り
ま
す
。
国
・
州
に
よ
っ
て
付
加
価
値
税
、

酒
税
、
ガ
ソ
リ
ン
税
が
大
き
く
違
え
ば
、
安

い
商
品
（
場
合
に
よ
っ
て
免
税
品
）
を
求
め

て
越
境
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
境
を
ノ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
通
過
で
き
る
欧
州
で
は
、
ガ

ソ
リ
ン
を
満
タ
ン
に
し
て
帰
れ
る
隣
国
が
人

気
の
日
帰
り
観
光
地
と
な
り
ま
す
。
カ
ナ

ダ
・
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
は
18
歳
か
ら
お
酒
が
飲

め
る
の
で
、
隣
接
州
の
高
校
生
は
越
境
し
て

卒
業
式
の
後
の
パ
ー
テ
ィ
を
す
る
そ
う
で
す
。

ネ
ッ
ト
通
販
に
よ
る

買
物
交
通
の
代
替

　近
年
に
お
け
る
人
々
の
消
費
行
動
の
大
き

な
変
化
と
し
て
ネ
ッ
ト
通
販
へ
の
シ
フ
ト
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
消
費
者
は
好
き
な
時
間
に

複
数
の
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
を
訪
れ
、
価
格

な
ど
を
比
較
し
て
購
買
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ま
で
赴
く
楽

し
く
な
い
交
通
時
間
は
ゼ
ロ
に
で
き
ま
す
。

日
本
の
電
子
商
取
引
の
小
売
販
売
額
に
占
め

る
割
合
は
5.4
％
（
2
0
1
6
年
）
に
な
り
ま

し
た
。
前
年
度
か
ら
15
％
成
長
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
電
子
商
取
引
に
は
音
楽
配
信
、
航
空

券
販
売
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
実
際
に
商

品
が
配
達
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
通
販
は
そ
の
約
半

分
を
占
め
て
い
ま
す
。

　ネ
ッ
ト
通
販
の
進
展
が
小
売
業
界
の
地
殻

変
動
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
割
合
が

日
本
よ
り
高
い
米
国
、
中
国
で
は
百
貨
店
・

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
売
り
上
げ
が
毎

年
減
っ
て
お
り
、
閉
店
・
閉
鎖
も
増
え
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
中
国
は
世
界
一
の
ネ
ッ
ト

通
販
大
国
で
、
あ
る
資
料
で
は
ネ
ッ
ト
通
販

の
小
売
販
売
額
に
占
め
る
割
合
が
、
15
％

（
2
0
1
6
年
）
に
達
し
て
い
ま
す
。

　ネ
ッ
ト
通
販
は
交
通
研
究
者
に
も
新
た
な

研
究
テ
ー
マ
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
既
存
流

通
で
は
メ
ー
カ
ー
か
ら
卸
を
経
由
し
て
小
売

ま
で
は
大
ロ
ッ
ト
輸
送
さ
れ
、
消
費
者
が
買

物
目
的
の
旅
客
交
通
で
小
ロ
ッ
ト
の
商
品
を

持
ち
帰
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
通
販
で
は
メ
ー
カ

ー
か
ら
ネ
ッ
ト
通
販
事
業
者
ま
で
大
ロ
ッ
ト

輸
送
さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
で
商
品
は
個
別
包

装
さ
れ
宅
配
事
業
者
に
よ
っ
て
消
費
者
宅
ま

で
小
ロ
ッ
ト
混
載
輸
送
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

再
配
達
の
荷
物
が
20
％
も
あ
り
ラ
ス
ト
マ
イ

ル
輸
送
は
決
し
て
効
率
的
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

さ
て
、
ネ
ッ
ト
通
販
で
旅
客
と
貨
物
を
合
わ

せ
た
交
通
が
全
体
と
し
て
増
え
る
か
、
減
る

か
、
気
に
な
る
と
こ
と
で
す
が
、
そ
の
点
に

関
し
て
は
別
の
機
会
に
詳
し
く
検
討
す
る
こ

と
に
し
ま
し
ょ
う
。

越
境
ネ
ッ
ト
通
販
の

中
国
人
観
光
客
へ
の
影
響

　ネ
ッ
ト
通
販
は
買
物
交
通
を
減
ら
す
可
能

性
が
高
い
わ
け
で
す
が
、
買
物
観
光
も
影
響

を
受
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
中
国
人
観
光

客
の
爆
買
い
、
さ
ら
に
最
近
に
な
っ
て
の
鎮

静
化
」
を
ケ
ー
ス
に
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　実
は
、
爆
買
い
、
そ
の
後
の
鎮
静
化
に
は

中
国
税
関
の
政
策
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま

す
。
2
0
1
5
年
ま
で
は
帰
国
時
の
通
関
検

査
が
甘
く
、
爆
買
い
し
た
化
粧
品
な
ど
を
自

ら
、
あ
る
い
は
ネ
ッ
ト
通
販
事
業
者
を
通
じ

て
純
正
日
本
製
品
と
し
て
転
売
す
る
ケ
ー
ス

も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
2
0

1
6
年
に
な
っ
て
通
関
検
査
が
厳
し
く
な
っ

た
一
方
で
、
越
境
ネ
ッ
ト
通
販
の
利
便
性
が

高
ま
り
中
国
の
消
費
者
が
安
心
し
て
日
本
の

商
品
を
購
買
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　中
国
の
越
境
ネ
ッ
ト
通
販
の
仕
組
み
は
少

し
複
雑
で
す
。
ま
ず
、
中
国
ネ
ッ
ト
通
販
事

業
者
が
香
港
に
海
外
製
品
を
受
注
で
き
る
サ

イ
ト
を
開
設
し
ま
す
。
中
国
の
消
費
者
か
ら

見
れ
ば
香
港
は
外
国
な
の
で
、
同
サ
イ
ト
か

ら
の
購
買
は
個
人
輸
入
扱
い
と
な
り
関
税

（
正
確
に
は
越
境
ネ
ッ
ト
通
販
総
合
税
）
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
商
品
は
あ
ら
か

じ
め
海
上
コ
ン
テ
ナ
で
中
国
内
の
保
税
倉
庫

に
搬
入
・
在
庫
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
注

文
に
応
じ
て
個
別
包
装
し
宅
配
し
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
ネ
ッ
ト
通
販
で
重
要
な
「
注
文

か
ら
受
取
ま
で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
」
は
短
い

の
で
す
。
中
国
税
関
と
ネ
ッ
ト
通
販
事
業
者

が
編
み
出
し
た
不
思
議
な
仕
組
み
で
す
。

　中
国
税
関
の
政
策
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ

る
の
で
、
は
っ
き
り
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

利
便
性
の
高
い
越
境
ネ
ッ
ト
通
販
が
定
着
し

つ
つ
あ
り
、
転
売
目
的
の
爆
買
い
観
光
は
な

く
な
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
越
境
ネ
ッ

ト
通
販
で
購
買
さ
れ
て
い
る
の
は
訪
日
観
光

客
に
高
く
評
価
さ
れ
た
商
品
で
あ
る
な
ど
、

観
光
と
の
相
乗
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
例

え
ば
、
香
港
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
よ
う
に
中

国
に
も
生
鮮
品
が
輸
出
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
そ
れ
ら
を
日
本
で
食
べ
て
み
た
い
と
思

う
中
国
人
は
増
え
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　私
の
専
門
は
交
通
経
済
学
。
交
通
は
観
光

研
究
の
中
で
古
く
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
き

た
ト
ピ
ッ
ク
で
す
。
観
光
目
的
で
ど
の
よ
う

な
交
通
手
段
が
選
択
さ
れ
る
か
、
等
が
分
析

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
研
究

の
主
流
か
ら
少
し
脇
道
に
そ
れ
、
私
が
最
近

勉
強
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
通
販
と
買
物
観
光
の

関
係
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

交
通
は
楽
し
い
か
、

楽
し
く
な
い
か

　ま
ず
、
準
備
と
し
て
交
通
経
済
学
で
使
う

「
時
間
価
値
」
を
説
明
し
ま
す
。「
時
は
金
な

り
」
と
言
い
ま
す
が
、
我
々
は
貴
重
な
時
間
、

例
え
ば
、
1
分
当
た
り
40
円
の
価
値
を
持
つ

時
間
を
費
や
し
て
交
通
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

交
通
は
楽
し
く
な
い
、
時
間
価
値
と
交
通
時

間
を
掛
け
合
わ
せ
た
交
通
費
用
は
安
い
方
が

望
ま
し
い
、
と
仮
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、「
観
光
地
ま
で
の
移
動
時
間
を
短

く
で
き
る
交
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
観
光
需

要
の
誘
発
に
効
果
的
で
あ
っ
た
」
な
ど
と
分

析
さ
れ
た
り
す
る
わ
け
で
す
。

　交
通
を
観
光
と
い
う
目
的
を
実
現
す
る
た

め
の
派
生
的
需
要
に
と
ど
ま
ら
せ
ず
に
、
交

通
そ
の
も
の
を
楽
し
む
本
源
的
需
要
に
転
換

さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
典
型
的
に
は
、

鉄
道
会
社
に
よ
る
企
画
列
車
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
現
在
で
も
お
お
む
ね
盛
況
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
場
合
は
交
通
に
費
や
す

時
間
は
費
用
で
は
な
く
、
便
益
に
な
り
ま
す
。

根
本
敏
則（
ね
も
と・と
し
の
り
）

敬
愛
大
学
経
済
学
部
教
授
　1
9
8
1
年
東
京
工
業
大

学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
社
会
工
学
博
士
課
程
修
了
。 

ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
道
路
交
通
研
究
所
客
員
研
究
員
、フ
ィ
リ
ピ
ン

大
学
交
通
研
究
所
客
員
教
授
、ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
交
通
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
、一
橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科

教
授
な
ど
を
経
て
2
0
1
7
年
か
ら
現
職
。 

日
本
計
画
行
政
学
会
会
長
、日

本
交
通
政
策
研
究
会
専
務
理
事
、国
土
交
通
省
運
輸
審
議
会
委
員
。近
著
に

『
道
路
課
金
と
交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
―
維
持
更
新
時
代
の
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
―
』（ 

成
山
堂
書
店
2
0
1
7
）、『
現
代
交
通
問
題 

考
』（
共
編
著
、成

山
堂
書
店
2
0
1
5
）、『
ネ
ッ
ト
通
販
時
代
の
宅
配
便
』（
成
山
堂
書
店

2
0
1
5
）な
ど

な
お
、
ど
の
程
度
楽
し
い
か
は
、
観
光
客
に

よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
経

済
分
析
は
少
し
や
や
こ
し
く
な
り
ま
す
。

　観
光
交
通
の
時
間
価
値
を
め
ぐ
っ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
議
論
が
戦
わ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
所
得
が
得
ら
れ
る
労
働
時
間
を
犠
牲
に
し

て
観
光
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
同
程
度
の

時
間
価
値
で
か
ま
わ
な
い
」
と
す
る
説
も
説

得
力
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
観
光
交
通
の

実
証
分
析
で
半
分
程
度
の
時
間
価
値
が
算
出

さ
れ
た
よ
う
で
、
英
国
の
費
用
便
益
分
析
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
は
観
光
交
通
の
時
間
価
値
は
半

分
に
割
り
引
い
て
い
ま
す
。
や
は
り
観
光
交

通
に
は
楽
し
い
要
素
が
含
ま
れ
て
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
。

買
物
は
楽
し
い
か
、

楽
し
く
な
い
か

　買
物
は
楽
し
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
も
買

物
を
す
る
人
の
置
か
れ
た
状
況
に
よ
っ
て
違

い
そ
う
で
す
。
こ
こ
で
は
洋
服
・
靴
な
ど
買

回
り
品
を
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
買
物

に
行
く
場
合
を
想
定
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

あ
る
実
証
分
析
で
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
ま
で
の
交
通
は
楽
し
く
な
い
、
す
な
わ
ち

時
間
価
値
が
通
常
の
値
と
な
っ
た
わ
け
で
す

が
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
中
で
回
遊

す
る
交
通
は
楽
し
い
、
す
な
わ
ち
時
間
価
値

が
限
り
な
く
小
さ
い
値
に
な
り
ま
し
た
。
人

に
よ
っ
て
は
時
間
価
値
が
負
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

ネ
ッ
ト
通
販
の

買
物
観
光
へ
の
影
響

敬
愛
大
学 

教
授

　根
本
敏
則

連載
Ⅰ

当財団専門委員

私の研究と観光
11回第

参
考
文
献

根
本
敏
則（
2
0
1
7
）「
中
国
向
け

越
境
ネ
ッ
ト
通
販
の
物
流
上
の
課
題
」、

航
政
研
シ
リ
ー
ズ
N
o.
6
1
1
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